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連　
載

歓迎電光掲示（ホテル入り口）

西原氏のMIJBCのプレゼン

医療機器・バイオ医薬品産業園

水産業界での個別連携の基礎づくり

審
査
委
員
長
特
別
賞

（
導
入
活
動
部
門
）

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

（
先
進
的
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
部
門
）

「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
へ
の
加
盟
お
よ
び
事
業
所
で
の

自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
の
推
進
」

「
自
動
車
走
行
時
の

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

回
収
す
る
振
動
発
電

ユ
ニ
ッ
ト
の
開
発
」

ソ
ニ
ー

竹
中
工
務
店
／
セ
イ
リ
ツ
工
業

／
湘
南
メ
タ
ル
テ
ッ
ク

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング
熊本テクノロジーセンター

令和元年度「新エネ大賞」受賞事例⑦

ソ
ニ
ー
は
２
０
１
８
年
９
月
の
Ｒ
Ｅ
１

０
０
加
盟
後
、
熊
本
県
の
半
導
体
工
場

（
１
２
４
０
㍋
㍗
時
／
年
）
な
ど
、
事
業

所
へ
の
自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
発
電
し
た
電
力
を
可
能
な
限
り

自
家
消
費
す
る
と
と
も
に
、
余
剰
電
力

を
「
自
己
託
送
制
度
」
に
よ
り
、
他
事

業
所
へ
託
送
し
て
消
費
す
る
検
討
を
し

て
い
る
。
太
陽
光
発
電
の
自
己
託
送
は

同
時
同
量
の
管
理
が
難
し
い
が
、
電
力

会
社
の
協
力
を
得
な
が
ら
発
電
量
・
需

要
量
の
予
測
精
度
を
高
め
る
こ
と
で
実

現
で
き
る
見
込
み
で
、
２
０
２
０
年
２

月
よ
り
稼
働
予
定
だ
。

自
己
託
送
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
需

要
家
の
再
エ
ネ
導
入
の
選
択
肢
を
広
げ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

振動発電ユニットの概要

磁
歪
材
料
を
利
用
し
た
振
動
発
電
ユ
ニ

ッ
ト
に
よ
り
、
走
行
す
る
車
両
が
踏
む
と

発
電
し
た
電
力
で
一
時
停
止
線
上
に
設
置

し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
点
灯
し
、
運
転
者
に
停
止

を
促
す
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
に
導
入
し
た
。

従
来
の
振
動
発
電
技
術
は
発
電
量
が
小

さ
く
用
途
が
限
定
的
で
あ
っ
た
が
、
本
振

動
発
電
ユ
ニ
ッ
ト
は
車
両
の
振
動
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
直
接
発
電
機
に
伝
達
す
る
た
め
高

い
発
電
力
と
高
出
力
が
可
能
と
な
り
、

様
々
な
用
途
で
の
利
用
が
期
待
で
き
る
。

将
来
的
に
は
蓄
電
や
送
電
網
が
未
整

備
の
場
所
で
の
使
用
な
ど
、
電
力
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
省
コ
ス
ト
に
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

中
国
の
科
技
産
業
の
振
興
と
展
開

―
―
未
来
志
向
の
山
東
省
威
海
市
の

　
　
　
展
開
大
会
に
参
加
し
て

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人 

ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
ふるさと

第㉕回

▼
威
海
市
の
紹
介

昨
年
末
、
12
月
26
、
27
日

に
開
催
さ
れ
た
日
中
科
学
技

術
革
新
協
力
大
会
が
、
中
国

の
山
東
省
威
海
市
で
、
25
日

午
前
10
時
過
ぎ
に
成
田
か
ら

山
東
省
の
青
島
空
港
に
飛
ん

だ
。
グ
レ
タ
さ
ん
に
倣
え

ば
、
船
で
行
く
べ
き
で
あ
っ

た
が
、
年
末
で
し
か
も
、
中

国
側
の
手
配
で
あ
っ
た
の
で

飛
行
機
利
用
と
な
っ
た
。

成
田
か
ら
の
同
行
者
は
10

人
で
、
時
差
１
時
間
の
同
空

港
に
は
午
後
１
時
前
に
到
着

し
た
。
青
島
は
、
緯
度
が
東

京
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
寒
く
は

な
い
。
当
日
の
目
的
地
、
威

海
市
ま
で
は
、
迎
え
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
た
が
、

青
島
～
威
海
は
２
５
０
㌔
㍍

も
あ
り
、
高
速
道
路
で
３
時

間
を
要
し
た
。
夕
方
５
時
に

は
、
会
議
の
会
場
で
も
あ
る

海
悦
建
国
飯
店
に
無
事
到
着

で
き
た
。
近
代
的
な
ホ
テ
ル

で
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
部
屋
は

心
地
よ
く
滞
在
で
き
た
。
ホ

テ
ル
に
着
い
て
知
っ
た
が
、

日
本
か
ら
は
ほ
か
に
40
人
以

上
が
別
旅
程
で
参
加
し
て
い

た
。中

国
へ
は
前
年
５
月
末

に
、
北
京
と
天
津
を
訪
ね
た

が
、
山
東
省
は
初
め
て
で
あ

っ
た
。
山
東
省
は
、
孔
子
や

孟
子
ほ
か
、
諸
葛
孔
明
や
王

な
協
力
モ
デ
ル
」
李

建
平
（
専
修
大
学
）

②
「
新
型
熱
電
ス
マ

ー
ト
製
品
シ
リ
ー
ズ
の
研

究
・
開
発
」
魯
云
（
千
葉
大

学
）

③
「
Ｋ
Ｓ
Ｂ
浄
化
水
溶
液
剤

機
能
水
使
用
設
備
」
佐
藤
建

吉
（
筆
者
）

④
「
処
理
条
件
に
よ
る
タ
ン

パ
ク
質
の
回
収
率
や
試
料
呈

味
性
、
栄
養
成
分
の
構
成
お

よ
び
機
能
性
に
及
ぼ
す
影

響
」
任
恵
峰
（
東
京
海
洋
大

学
）

⑤
「
浄
化
水
排
出
式
浄
化
設

備
（
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）」
大

山
健
（
一
財
、
４
７
２
７
財

団
）

⑥
「
ゾ
ル
・
ゲ
ル
法
の
基
礎

と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
表
面
処

理
・
機
能
材
料
へ
の
応
用
」

平
野
富
夫
（
技
術
士
）

⑦
「
工
場
の
操
業
ス
マ
ー
ト

化
」
熊
澤
壽
人
（
日
本
技
術

士
会
）

◇
マ
ッ
チ
ン
グ
相
談
会

「
海
洋
技
術
、
新
素
材
、
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
製
造
、
省

エ
ネ
・
環
境
保
存
」
に
つ
い

て
の
商
談

～
夕
食
～

以
上
の
よ
う
に
、
威
海
市

な
ど
公
共
の
主
催
で
、
威
海

し
た
。
こ
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
中
国
側
の
関
心
を
呼

び
、
プ
レ
ゼ
ン
後
に
、
４
件

の
相
談
を
受
け
た
。
中
国
で

の
河
川
の
浄
化
は
、
緊
急
を

要
す
る
環
境
問
題
で
あ
り
、

国
家
主
導
の
案
件
で
も
あ

り
、
筆
者
ら
の
技
術
は
中
国

側
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
の

感
触
を
得
た
。
同
業
他
社

は
、
水
の
浄
化
方
法
に
つ
い

て
、
受
注
を
得
た
例
も
あ
っ

た
。

▼
威
海
市
に
お
け
る
現
状

　
把
握
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー

27
日
は
、
朝
に
薄
っ
す
ら

と
白
霜
が
降
り
た
が
、
参
加

者
が
バ
ス
２
台
で
威
海
市
の

近
代
化
お
よ
び
科
学
技
術
振

興
の
現
状
を
見
学
す
る
ツ
ア

ー
に
出
か
け
た
。

①
Ｌ
Ｉ
Ｃ
聯
橋
集
団

②
山
東
省
科
学
技
術
庁
の
挨

拶③
威
海
医
療
機
器
・
バ
イ
オ

医
薬
品
産
業
園
、
国
際
新
材

料
産
業
園
ほ
か

威
海
市
で
は
、〝
十
強
〟
産

業
未
来
開
発
方
向
と
し
て
、

近
代
化
を
志
向
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
次
世
代
情
報

技
術
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
、
新

医
薬
及
び
医
療
機
器
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
、
先
端
設
備
及
び

し
て
頂
い
た
よ

う
で
あ
る
。

晩
餐
宴
会
で

は
、
壁
一
面
の

巨
大
ス
ク
リ
ー

ン
に
威
海
市
紹

介
の
動
画
が
映

さ
れ
、
威
海
市

人
民
政
府
の
張

偉
副
市
長
が
最

初
に
挨
拶
さ
れ

た
。
続
い
て
、

威
海
市
科
学
技

◇
挨
拶

①
威
海
市
副
市
長

の
挨
拶

②
山
東
省
科
学
技

術
庁
の
挨
拶

③
日
本
技
術
士
会

日
中
技
術
交
流
セ

ン
タ
ー
総
代
表
の

挨
拶

◇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

契
約
調
印
式

日
中
協
力
プ
ロ
ジ

市
が
上
げ
て
科
学

技
術
の
振
興
の
た

め
に
日
本
の
科
学

技
術
の
力
を
借
り

て
第
１
回
の
大
会

が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
実
行
の
た
め

に
、
主
催
者
側

と
、
日
本
の
先
進

事
例
の
紹
介
と
担

い
手
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
が
あ
り
、
事

術
局
長
の
王
厚
全
氏
が
挨

拶
。
返
礼
を
兼
ね
て
、
東
京

理
科
大
の
元
学
長
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
候
補
者
と
い
わ
れ
る
藤

嶋
昭
氏
が
挨
拶
し
た
。
ま

た
、
富
士
山
静
岡
空
港
～
煙

台
空
港
線
を
開
設
し
た
西
原

茂
樹
元
市
長
な
ど
が
挨
拶
し

た
。
そ
う
し
た
、
方
々
と
も

名
刺
交
換
し
た
。

▼
日
中
科
技
革
新
協
力
大
会

12
月
26
日
の
第
１
回
日
中

科
学
テ
ク
ノ
ロ
ジ
革
新
協
力

大
会
の
本
番
行
事
が
開
催
さ

れ
た
。
今
回
行
事
の
主
催

は
、
山
東
省
科
学
技
術
庁
、

威
海
市
人
民
政
府
、
公
益
社

団
法
人
日
本
技
術
士
会
で
あ

り
、
そ
の
運
営
は
威
海
市
科

学
技
術
局
、
威
海
ト
ー
チ
ハ

イ
テ
ク
産
業
開
発
区
管
理
委

員
会
で
あ
り
、
同
時
に
８
法

人
が
共
催
と
し
て
参
加
し
た
。

大
会
の
次
第
を
記
す
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

ェ
ク
ト
契
約
調
印
式
が
行
な

わ
れ
た
。

◇
基
調
講
演
・
特
定
問
題
に

つ
い
て
講
演

①
静
岡
市
牧
之
原
市
初
代
市

長
、
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
理
事
長
の

西
原
茂
樹
氏
が
講
演

②
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
候
補
者

と
目
さ
れ
て
い
て
光
触
媒
の

父
で
あ
る
藤
嶋
昭
氏
が
講
演

～
昼
食
～

◇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

①
「
日
中
に
お
け
る
革
新
的

前
に
打
ち
合
わ
さ
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
契
約
調
印
式
も

羲
之
な
ど
著
名
人
の
出
身
地

で
も
あ
る
。
威
海
市
は
、
山

東
半
島
の
東
側
先
端
に
あ

り
、
北
・
東
・
南
側
の
三
方

が
黄
海
で
囲
ま
れ
て
い
る
の

で
、
水
産
業
が
盛
ん
で
あ

り
、
ま
た
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
の

観
光
地
で
も
あ
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
近
代
医
療
産
業

基
地
で
も
あ
り
、
中
国
ら
し

く
そ
の
巨
大
さ
は
圧
巻
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
は

日
本
の
占
領
地
と
い
う
歴
史

も
あ
り
、
日
中
間
の
関
係
は

深
い
。

▼
前
夜
晩
餐
会

到
着
し
た
25
日
の
夜
、
６

時
半
か
ら
晩
餐
宴
会
が
開
催

さ
れ
た
。
私
の
席
は
主
催
者

側
の
席
で
、
こ
の
会
議
を
発

案
し
た
水
産
加
工
業
界
の
会

長
の
ほ
か
、
市
役
所
や
そ
の

関
係
者
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で

あ
っ
た
。
名
刺
交
換
し
て
、

料
理
や
酒
の
話
題
に
な
り
、

す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
。

こ
の
時
ま
で
、
こ
の
大
会

の
趣
旨
や
内
容
を
、
十
分
に

把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
風

車
や
環
境
面
の
研
究
発
表
を

乞
わ
れ
た
の
で
、
展
望
室
付

き
風
車
と
水
の
浄
化
技
術
に

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
つ

く
っ
て
送
っ
た
と
こ
ろ
、
水

の
浄
化
に
絞
っ
て
プ
レ
ゼ
ン

し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。
実

は
、
こ
の
地
が
科
学
技
術
の

新
興
地
と
し
て
発
展
す
る
計

画
の
た
め
、
日
本
と
連
携
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
当
地

に
あ
る
ハ
ル
ピ
ン
工
業
大
学

な
ど
と
の
関
わ
り
が
主
軸
と

な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の

出
身
者
が
、
千
葉
大
学
の
魯

教
授
で
、
知
己
の
私
に
誘
い

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
第

に
内
容
が
分
か
っ
て
き
た

が
、
水
産
業
も
盛
ん
で
あ

り
、
水
の
浄
化
に
関
心
を
示

行
わ
れ
た
。

午
後
に
は
、

日
本
側
の
前

例
的
な
科
学

技
術
の
事
例

研
究
が
紹
介

さ
れ
た
。

筆
者
自
身

は
、
千
葉
大

学
で
の
池
水

の
自
然
浄
化

方
法
の
実
証

結
果
を
紹
介

イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト

製
造
産
業

ク
ラ
ス
タ

ー
、
炭
素

繊
維
等
の

複
合
材
料

産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
、

海
洋
生
物

と
健
康
食

品
産
業
ク

ラ

ス

タ

ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
レ
ジ

ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
製
品
ク
ラ

ス
タ
ー
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
観

光
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど
が

推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
分
野
で
の
国
際

的
な
技
術
提
携
の
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
第

一
歩
に
日
本
と
の
連
携
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

方
向
は
、
西
原
茂
樹
・
前
牧

之
原
市
長
が
新
興
し
て
い
る

「
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
」
と
呼
ば
れ

る
日
中
連
携
に
一
致
す
る
。

中
国
の
資
金
力
と
販
路
規
模

に
加
え
て
、
日
本
の
開
発
力

と
生
産
力
と
い
う
二
国
が
連

携
し
た
協
力
は
、
今
後
の
日

中
科
技
革
新
協
力
大
会
の
目

線
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
威
海
市
の
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
は
１
０
０
０
億
元

規
模
を
志
向
し
て
い
て
大
き

い
。
そ
の
要
に
あ
る
科
学
技

術
と
そ
の
担
い
手
へ
の
尊
敬

の
念
と
育
成
と
い
う
姿
勢
に

は
感
銘
を
受
け
た
。
そ
れ

は
、
経
済
的
な
余
裕
と
未
来

志
向
に
起
因
し
て
い
る
の
か

と
感
じ
た
。
今
回
は
短
い
訪

問
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
環

境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で

の
具
体
的
な
事
業
案
件
と
し

て
訪
中
す
る
こ
と
に
な
り
そ

う
で
あ
る
。


